
2005 年 6 月号 清水草薙ＣＳ通信  
5 月のメッセージより 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6 月のメッセージの聖書箇所  
 

 

 聖書箇所 
5 日 創世記 1：1～3（旧約）

12 日 ヨハネ １：１４～１８ 
19 日 ガラテヤ４：４～８ 
26 日 マルコ１５：１５～２０ 

〈5 日「お誕生会」〉6 月生まれのお友達、お誕生日おめでとう！ 

祝福のお祈りとお誕生会、プレゼントがあります。皆でお祝いしましょう。 

〈12 日「花の日」〉今年もお花を贈りに、草薙駅（静鉄・ＪＲ）と駅前の交

番に行きます。みんな、きて～～～！！（9 時半に出発します）。 

花の日の始まりについては、トラクト「『花の日』って、なぁに？」を見てね。 

〈19 日「父の日」〉母の日と同様、大人と合同で礼拝をします。また、み

んなの想いを込めて、お父さんへのプレゼントのお花があります。ところ

で、母の日は 5 月第二、父の日は 6 月第三の日曜日ですね。どうして“日曜

日”なのでしょうか。それは、このお父さんお母さんへの感謝を表す伝統

は、教会の礼拝の中から始まったことだからです。  

※19 日は、9 時からの教会学校はありません！ 

5 月 15 日はペンテコステ（聖霊降臨日）でした。ペンテコステって、
何だっけ？「“ペンタ”とついたら“５”に関係しています。アメリ
カ国防省は“ペンタゴン”と呼ばれていますが、あれは建物が 5 角形
だから。音楽では５音音階をペンタトニックともいいます。」そんな
話題をしましたね。他に何があるでしょう？カメラのペンタックスと
か。それではペンテコステですが、これは五旬節という意味です。イ
エス様は十字架の死から復活し、弟子に現れてから昇天されました。
その時に、私達に助け主として聖霊をお遣わしになると約束して下さ
いました。その約束が“過越しの祭り”から 50 日目の五旬節に成就
したので「ペンテコステ」と呼びます。名前の由来は、ここから来て
います。つまりペンテコステは、この世に聖霊が降ったこと記念し、
今もあることを感謝する日です。そうすると「んじゃ、その“助け主
なる聖霊”って、何を助けてくれるの？」という疑問が出ますね。そ
の答えは、超簡単に言うと「イエス様を信じる力を与えてくれる。そ
して、イエス様を伝えたいと思う熱心を与えてくれる。そして、信じ
る私たちの毎日を守ってくださる。」つまり、私達が「イエス様にお
祈りしたい」って思う気持ち、これはただの感情ではなくて聖霊の働
きなのです。この聖霊の助けに支えられて、私達はイエス様を信じ、
祈り、そして人々に伝えることができます。だからこそ、2000 年間
にわたって教会がある、とも言えるのです。つまりペンテコステはキ
リスト教会の始まりの日、誕生日でもあるわけです。(文：村上○ま ) 

 今月の暗唱聖句 
「初めに、神は天地を

創造された」 
 

創世記 1 章 1 節 
 


